
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算とは １ 

全会計予算総額 ２ 

一般会計予算 歳入（収入） ３ 

一般会計予算 歳出（支出：目的別） ４ 

一般会計予算 歳出（支出：性質別） ５ 

予算の使いみち  

 １ 子育て・教育 ６ 

 ２ 医療・福祉 ９ 

 ３ 産業・観光 １２ 

 ４ 社会基盤・まちづくり １５ 

 ５ その他の行政経費 １８ 

令和３年度予算の執行状況 １８ 

令和４年度 土木・水道・下水道関係工事予定一覧 １９ 

繰越明許による事業 ２２ 

えんがる防災情報メールの登録について ２２ 

入湯税の使いみち ２３ 

都市計画税の使いみち ２３ 

森林環境譲与税の使いみち ２４ 

地方消費税収の使いみち ２４ 

まちの財政状況 ２５ 

まちの預金 ２７ 

まちの借金 ２９ 

令和４年度遠軽町予算 財政状況冊子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちの収入と使いみち １ 

 

予
算
と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お

預
か
り
し
た
大
切
な
税
金
な

ど
、
１
年
間
（
４
月
か
ら
３
月

ま
で
）
の
収
入
を
見
積
も
り
、

ど
の
よ
う
に
使
う
か
計
画
す
る

こ
と
で
す
。 

予
算
に
は
、
当
初
予
算
と
補

正
予
算
が
あ
り
、
そ
の
年
度
の

最
初
の
予
算
を
当
初
予
算
と
言

い
ま
す
。 

ま
た
、
当
初
予
算
の
成
立
後

に
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
災
害

が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
予
算
を
変
更
す
る

た
め
の
予
算
を
補
正
予
算
と
言

い
ま
す
。 

予
算
が
決
ま
る
ま
で
の
過
程

は
、
下
図
の
と
お
り
で
す
。 

予
算
と
は 

10月頃 担当課予算見積もり 
 担当課 事業を計画し、費用がいくら必要

かを見積もります。 

 国や北海道から補助金をもらえないか調査

なども行います。 

11～12月 財政課長査定 

 財政課長 担当課の見積もり内容の説明を

聞いて、全体の予算額を集計し、町長査定の

ための資料をまとめます。 

12～１月 町長査定 
 町長 町長査定のための資料をもとに担当

課の説明を聞いて、総合的な判断をします。 

２月 予算案作成・提案 

 町長 町長査定の結果に基づいた予算案を

作成し、町議会に提案します。 

３月 町議会での審議・議決 

 町議会 提案のあった予算案の内容を審議

し、議決することで成立します。 

予算成立 

当初予算 補正予算 

予算の変更が必要 
 ・社会情勢の変化 

 ・災害の発生 

 ・新たな事案等の発生 

担当課予算見積もり 

 担当課 事業を計画し、費用がいくら必要

かを見積もります。 

町長査定 

 町長 資料をもとに補正予算の必要性につ

いて、総合的な判断をします。 

補正予算案作成・提案 

 町長 町長査定の結果に基づいた予算案を

作成し、町議会に提案します。 

町議会での審議・議決 
 町議会 提案のあった予算案の内容を審議

し、議決することで成立します。 

補正予算成立 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※水道事業及び下水道事業は、支出額です。 

国民健康保険 21億 1,482万円 
個人経営者や農業を営んでいる方などの国民健康保険

加入者を対象に医療の給付などを行っています。 

後期高齢者医療 3億 6,223万円 
75 歳以上の方を対象に医療の給付などを行っていま

す。 

介護保険 21億 7,676万円 
介護認定を受けた方を対象に各種サービスを提供して

います。 

個別排水処理事業 8,141万円 
公共下水道処理区域外の生活排水対策を進めるため、

合併処理浄化槽を設置しています。 

水道事業 10億 4,614万円 
遠軽、生田原、丸瀬布及び白滝地域に水道水の供給を

行っています。 

下水道事業 18億 2,007万円 
遠軽、丸瀬布及び白滝地域の下水道整備や下水処理を

行っています。 

２ まちの収入と使いみち 

 

全会計予算総額 

245 億 143 万円 

一般会計 

169億円 
 

前年度 194億 9,400万円 ▲13.3％ 

 

福祉・医療・土木・教育など、まちの基本的なサー

ビスを行う会計です。 

主な収入には、町民の皆さんからお預かりする税金

や国から交付される地方交付税などがあります。 令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
１
６
９

億
円
で
前
年
度
比
２
５
億
９
４
０
０
万
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。 

主
な
減
少
要
因
と
し
て
は
、
令
和
３
年
度
に

完
成
し
ま
し
た
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
整
備
に

よ
る
事
業
費
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。 特

別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
町
全
体

の
予
算
額
は
２
４
５
億
１
４
３
万
円
で
、
前
年

度
比
２
４
億
１
６
７
１
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。 

前年度 269億 1,814万円 ▲9.0％ 

特別会計 

47億 3,522万円 
 

前年度 48億 231万円 ▲1.4％ 

 

特定の目的を持った事業や特定の収入によって事業

を行う場合に、一般会計と別に経理するために設けてい

る会計です。 

企業会計 

28億 6,621万円 
 

前年度 26億 2,183万円 ＋9.3％ 

 

民間企業と同じように、事業によって得た収入で支出

をまかなう、独立採算を原則に設けている会計です。 



（財源構成）  （科目別）  

増減のポイント 
 

 地方交付税は、地方財政計画を参考に普通交付税に算入される公債費の増加などの独

自要因を勘案し、前年度比 7.6%の増加を見込みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の収入 27億 8,113万円 
（前年度 28億 7,036万円） 

構成比 16.5％ 

使用料、前年度からの繰越金、預金から

下ろすお金など 

まちの収入と使いみち ３ 

 

依存財源 128億1,127万円 
（前年度 153億 5,840万円） 

構成比 75.8％ 

歳入歳出予算総額 

169 億円 
前年度比 25億 9,400 万円減 ▲13.3％ 

道路や建物を造るために借りるお金 

自主財源 40億8,873万円 
（前年度 41億 3,560万円） 

構成比 24.2％ 

自主的に収入することのできる

お金 

町税、使用料及び手数料、分担金

及び負担金、繰入金など 

町税 20億 8,050万円 
（前年度 20億 3,034万円） 

構成比 12.3％ 

一定水準の行政サービスを提供できる

ように国から交付されるお金 

地方交付税 69億 1,700万円 
（前年度 64億 3,000万円） 

構成比 40.9％ 

町民の皆さんに納めていただく税金 

国・道支出金 25億 5,897万円 
（前年度 21億 2,610万円） 

構成比 15.1％ 

町債（借金） 25億 6,240万円 
（前年度 60億 3,720万円） 

構成比 15.2％ 

一般会計 歳入（収入） 

国や北海道から交付、割り当てら

れるお金 

地方交付税、町債（借金）、国・

道支出金、各種交付金、地方譲与税

など 



減 

増 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

  

 

 

 

 

総務費 31億612万円 （前年度 63億9,462万円） 
構成比 18.4％ 

特別職、一般職人件費、庁舎等管理など全般的な経費 

民生費 31億9,655万円 （前年度 29億7,103万円） 
構成比 18.9％ 

衛生費 15億2,292万円 （前年度 12億9,280万円） 
構成比 9.0％ 

芸術文化交流プラ

ザの整備が進んだこ

とにより減少してい

ます。 

公債費 24億5,322万円 （前年度 22億7,057万円） 
構成比 14.5％ 

過去に借りた借金

の元金返済が始まっ

たことにより増加し

ています。 

児童、高齢者、障害者の支援等に関する経費 

 医療、衛生、予防、ごみの処理等に関する経費 

東小学校長寿命化

改修工事の実施によ

り増加しています。 

土木費 19億331万円 （前年度 21億2,938万円） 
構成比 11.3％ 

道路、河川、住宅、公園などの整備や維持に関する経費 

一般会計 歳出（支出：目的別） 

過去に借りた借金の返済に関する経費 

岩見通道路（学田

地域）の整備が終了

したことにより減

少しています。 

その他の支出16億 3,941万円 （前年度 25億 2,500万円） 
構成比 9.7％ 

 

 議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧費、予備費 

減 

４ まちの収入と使いみち 

増 

増減のポイント

増 

増 
農林水産業費 16億3,014万円 （前年度 7億5,852万円） 

構成比 9.6％ 

 農業、林業に関する経費 

教育費 14億 4,833万円 （前年度 11億 5,208万円） 
構成比 8.6％ 

 小中学校の整備や管理、生涯学習、文化財の保護等に関する経費 

特別養護老人ホー

ム及びデイサービス

センターの移転改修

に係る補助の実施に

より増加していま

す。 

増 

遠軽厚生病院ま

るせっぷクリニッ

クの改修に係る補

助の実施により増

加しています。 

哺育育成センタ

ー施設整備に係る

補助の実施より増

加しています。 



減 

芸術文化交流プ

ラザの整備が進ん

だことにより減少

しています。 

芸術文化交流プ

ラザの指定管理料

が増えたことによ

り増加していま

す。 

遠軽地区広域組

合負担金などが減

ったことにより減

少しています。 

増 

減 

増 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資的経費 

 39億 4,360万円 
（前年度 68億 5,398万円） 

構成比 23.3％ 
 

義務的経費 

 59億 2,203万円 
（前年度 57億 2,452万円） 

構成比 35.0％ 
公債費 24億 5,322万円 

（前年度 22億 7,057万円） 

構成比 14.5％ 

扶助費 11億 8,423万円 

（前年度 11億 8,029万円） 

構成比 7.0％ 

過去に借りた借

金の元金返済が始

まったことにより

増加しています。 

 

人件費 22億 8,458万円 

（前年度 22億 7,366万円） 

構成比 13.5％ 

普通建設事業費 39億 3,710万円 

（前年度 68億 4,748万円） 

 

災害復旧事業費      650万円 

（前年度 650万円） 

 

構成比 23.3％ 

補助費等 25億 9,204万円 

（前年度 27億 2,431万円） 

構成比 15.4％ 

その他 12億 9,902万円 

（前年度 12億 3,333万円） 

構成比 7.7％ 

まちの収入と使いみち ５ 

 

一般会計 歳出（支出：性質別） 
増減のポイント

その他の経費 

 70億 3,437万円 
（前年度 69億 1,550万円） 

構成比 41.7％ 
 

物件費  31億 4,331万円 

（前年度 29億 5,786万円） 

構成比 18.6.％ 



予
算
の 

使
い
み
ち 

 

ま
ち
で
は
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
、
そ
の
目
的
等
に
よ
り
、
次
の
５
つ
に
区
分

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

１ 

子
育
て
・
教
育 

２ 

医
療
・
福
祉 

３ 

産
業
・
観
光 

４ 

社
会
基
盤
・
ま
ち
づ
く
り 

５ 

そ
の
他
の
行
政
経
費
（
１
か
ら
４
に
区
分
さ
れ
な

い
経
費
） 

 

こ
の
区
分
に
よ
り
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

子
育
て
世
代
に
対
す
る
各
種
支
援
事
業
や
、
学
校
教

育
・
社
会
教
育
な
ど
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

令
和
４
年
度
予
算
額
１
６
９
億
円
の
う
ち
、
子
育

て
・
教
育
の
分
野
に
は
、
22
億
４
９
５
７
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。 

６ まちの収入と使いみち  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 教育相談・不登校 

対策事業 
824 万円 

1 妊産婦健診事業 1,239 万円 

2 学童保育事業 1,950 万円 

3 子ども・子育て支援事業 3 億 2,828 万円 

【民生部子育て支援課】 財源の内訳 

国の負担 1億 4,587万円 

道の負担   8,609万円 

町の負担   9,632万円 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

国の負担    51万円 

町の負担  1,188万円 

 妊婦健診により妊娠期間中の経過を観察し、貧

血や切迫流産等のリスクへの対応や、胎児の発育

状況などを把握するとともに、健診に係る経済的

負担を軽減するため、妊婦健診及び超音波検査に

係る費用を助成します。 

 また、遠軽厚生病院で妊婦健診を受けていた方

が、町外の医療機関で妊産婦検診を受診及び出産

した場合の交通費と宿泊費を助成します。 

 令和４年度から遠軽厚生病院で受けることがで

きるデイサービス型産後ケア事業を実施します。 

【教育部総務課】 財源の内訳 

道の負担    37万円 

町の負担    787万円 
 

 

【民生部子育て支援課】 財源の内訳 

国の負担     446万円 

道の負担     446万円 

町の負担    1,058万円 

 児童の健全育成を図るため、放課後などに公民館

等を利用し保育を実施します。 

１ 

子
育
て
・
教
育 

 学校生活や家庭生活での様々な教育相談や不登

校児童生徒への対応を行うため、教育専門員を配

置します。 

 幼児期の教育・保育や地域の子ども・子育て支援

を総合的に実施します。 



【教育部総務課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

【教育部総務課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

【総務部企画課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

【教育部総務課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

【教育部総務課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

【教育部総務課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

まちの収入と使いみち ７ 

 

 小・中学校において支援を必要とする児童生徒

に対して、学校生活の介助や発達障がいの児童生

徒の学習活動をサポートするため、支援員を配置

します。 

 遠距離通学児童生徒の登下校の利便性と安全確

保を図るため、白滝地域及び瀬戸瀬・社名淵地区に

スクールバスを運行します。 

 魅力ある学校づくりを支援するため、進学・就職

実績向上のための講座等に係る経費を助成します。 

また、学級数維持・生徒確保を支援するため、町

内外への情報発信、ＰＲ活動に係る経費を助成しま

す。 

 生徒を確保するため、遠軽地区（遠軽町、湧別

町、佐呂間町）以外から遠軽高等学校で就学する

生徒の通学、下宿等の費用を助成します。 

 保護者の負担軽減を図るため、修学旅行、宿泊研

修などの施設入館料や、体験学習料、スキー、水泳

学習などの施設利用料、中体連参加経費などを負担

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 中学校合同部活動 

送迎費助成金 
24 万円 

6 小・中学校行事負担金 2,565 万円 

7 遠軽高等学校通学者 

等助成金 
3,414 万円 

8 遠軽高等学校 

教育振興補助金 
500 万円 

9 スクールバス運行事業 3,356 万円 

10 特別支援教育支援員 

配置事業 
2,635 万円 

 保護者の負担軽減を図るため、近隣校と合同で

部活動を行った場合の交通費に係る費用を助成し

ます。 

遠
軽
高
校 



【教育部総務課】 財源の内訳 

町の負担   3,075万円 

借金   2億 0,850万円 

【総務部企画課】 

財源の内訳 

町の負担     全額 

 スポーツの振興を図るため、全道及び全国大会に

出場する個人・団体に対し、派遣経費等の一部を助

成します。 

 また、全道及び全国規模の大会を開催する費用の

一部を助成します。 

【総務部企画課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 町内の小、中、高等学校の児童生徒の部活動等

において、大会参加や練習試合などに貸切バスを

利用した際に費用を助成します。 

【教育部総務課】 

 小・中学校における児

童生徒の英語力の向上と

国際理解を図るため、英

語指導助手を３人配置し

ます。 

 生涯学習講座（英会話

教室）の講師としても活

躍しています。 

 遠軽町学校施設長寿命化計画に基づき、令和４

年度から東小学校の長寿命化改修工事を行いま

す。 

財源の内訳 

国の負担   1,360万円 

町の負担     110万円 

借金     1,930万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 東小学校長寿命化事業 2 億 3,925 万円 

12 子ども広場整備事業 3,400 万円 

13 社会教育各種大会 

参加費助成事業 
170 万円 

14 保健体育各種大会 

参加費助成事業 
350 万円 

15 貸切バス利用事業 

補助事業 
330 万円 

16 英語指導助手配置事業 1,434 万円 

子育て世代の親子が利用しやすい遊び場の提供

と、新たなまちなかの賑わいを創出するため、「旧

ふぁーらいと」を利活用した屋内型の遊戯施設を整

備します。 

【教育部社会教育課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

文化の振興を図るため、全道及び全国大会に出場

する個人・団体に対し、派遣経費等の一部を助成し

ます。 

また、全道及び全国規模の大会を開催する費用の

一部を助成します。 

財源の内訳 

町の負担     全額 

【教育部社会教育課】 

８ まちの収入と使いみち 

 



 

医
療
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
、
乳
幼
児
・
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と
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親
家
庭
・
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度
心
身
障
害
者
の
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療
費
助
成
、
予

防
接
種
や
健
康
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査
な
ど
、
福
祉
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つ
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て
は
、
高
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し
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ー
ビ
ス
、
障
が
い
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援
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、
町
民
生
活
に
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近
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を
実
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し
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い
ま
す
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令
和
４
年
度
予
算
額
１
６
９
億
円
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う
ち
、
医
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福
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に
は
、
30
億
７
２
８
１
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。 

まちの収入と使いみち ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 医科診療所運営事業 5,327 万円 

17 予防接種事業 5,088 万円 

18 健康診査事業 2,746 万円 

20 地域医療対策事業 4 億 1,156 万円 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

道の負担    1,159万円 

他町の負担   267万円 

町の負担 1億 1,240万円 

借金   2億 9,490万円 

 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

国の負担    105万円 

町の負担   4,983万円 

 

 感染の恐れがある疾病の発生や蔓延を防止する

ため、乳幼児、小・中学生及び６５歳以上の方など

を対象とした各種予防接種費用を助成します。 

 遠軽厚生病院及びまるせっぷクリニックの運営、

整備及び医師確保などに対して助成します。 

 また、湧別町、佐呂間町と連携し、産婦人科医の

確保等の活動を行います。 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

道の負担    870万円 

町の負担   3,907万円 

借金      550万円 

生田原診療所及び安国診療所を運営し、住民の

健康保持に必要な診療を提供します。 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

国の負担      4万円 

道の負担     19万円 

町の負担    2,312万円 

その他      411万円 

 
 自身の健康状態を確

認し、疾病の早期発見・

早期治療につなげるた

め、各種健診の費用を

助成します。 

 令和４年度から膵

臓・胆のうドッグ健診

の費用を助成します。 

２ 

医
療
・
福
祉 

19 重度身体障害者 

通院交通費助成事業 
108 万円 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 ハイヤー利用による通院を余儀なくされている

身体に重度の障がいがある方に対して、自宅から

医療機関までの交通費を助成します。 



【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

利用者等の負担  5,316万円 

町の負担     1,239万円 

借金        190万円 

【民生部保健福祉課】 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 急病、災害などの緊急事態への迅速かつ正確な救

援体制を図るため、ひとり暮らしの高齢者や障がい

者等に緊急通報装置などを貸出します。 

１０ まちの収入と使いみち 

 

財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 歯科診療所運営事業 6,745 万円 

23 ひとり親家庭医療費 

助成事業 
1,420 万円 

24 乳幼児等医療費助成 

事業 
2,347 万円 

25 えんがる健康マイレージ 

事業 
19 万円 

26 介護人材育成事業 85 万円 

27 緊急通報システム事業 295 万円 

 生田原、丸瀬布及び白滝歯科診療所を運営し、住

民の健康保持に必要な歯科診療を提供します。 

【民生部住民生活課】 財源の内訳 

道の負担    356万円 

町の負担   1,063万円 

その他      1万円 

 児童の健康の保持や福祉の増進を図るため、ひと

り親家庭の医療費を助成します。 

【民生部住民生活課】 財源の内訳 

道の負担   1,109万円 

町の負担   1,228万円 

その他     10万円 

 乳幼児等の健康の保持や福祉の増進を図るた

め、医療費を助成します。 

財源の内訳 

町の負担     全額 

 
 健康づくりへの関心を高

めるため、特定健診や各種

がん検診などの健康づくり

事業に取り組んだ方に対し

て、ポイントを付与します。 

 10 ポイント貯まるとえ

んがる健康マイレージクー

ポンと交換できます。 

【民生部保健福祉課】 

 不足する介護従事者の確保と町内への定着を図

るため、資格取得費用を助成します。 



【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

国の負担    319万円 

道の負担    159万円 

町の負担    192万円 

その他     159万円 

 認知症の方やその疑いのある方に対して、症状の

悪化を防止するため、総合的な支援を行います。 

※介護保険特別会計の事業です。 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

道の負担      18万円 

町の負担      19万円 

 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 高齢者の社会参加、介

護予防と自立できる環

境づくりのため、１人に

つき年間７２枚（１回に

つき１枚１００円）の助

成券を交付し、バス、ハ

イヤーの乗車料金を助

成します。 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

国の負担 3億 4,366万円 

道の負担 1億 7,183万円 

他町の負担   480万円 

利用者の負担    8万円 

町の負担 1億 8,692万円 

 

【民生部住民生活課】 

 心身に重度の障がいがある方の健康の保持や福

祉の増進を図るため、医療費を助成します。 

【民生部保健福祉課】 財源の内訳 

道の負担    59万円 

町の負担    299万円 

 毎日を生き生きと豊かに暮らすため、様々な活動

に取り組む地域の老人クラブに対し、活動費を助成

します。 

まちの収入と使いみち １１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 認知症総合支援事業 829 万円 

29 軽中度難聴児 

補聴器購入費助成事業 
37 万円 

30 高齢者交通費助成事業 680 万円 

31 障害者総合支援事業 7 億 729 万円 

32 重度心身障害者 

医療費助成事業 
3,589 万円 

33 高齢者活動事業 358 万円 

 軽度・中等度の難聴児（１８歳未満）の日常生活

におけるコミュニケーション能力等の向上を促進

するため、補聴器の購入費を助成します。 

 心身に障がいのある方が地域で安心して暮らせ

る社会の実現を図るため、利用者の状況に応じた障

害福祉サービスを提供します。 

財源の内訳 

道の負担  1,633万円 

町の負担  1,657万円 

その他     299万円 



財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 

町
の
経
済
を
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す
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で
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38 営農飲雑用水整備事業 2 億 5,431 万円 

34 農作物栽培奨励事業 30 万円 

35 農業担い手対策事業 1,260 万円 

37 酪農学園大学地域総合 

交流事業 
60 万円 

【経済部農政林務課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

【経済部農政林務課】 

 地域ブランドの立茎アスパラを栽培する農業者

団体に対し、販売促進費用を助成します。 

 北海道酪農学園大学

と遠軽町、湧別町、佐呂

間町、農業共済組合、農

業協同組合が連携し、

獣医学生の実習受け入

れなど、地域総合交流

事業を行います。 

【経済部農政林務課】 財源の内訳 

国の負担 1億 0,740万円 

町の負担     61万円 

借金   1億 4,630万円 

 

 若咲内地区及び白滝北支湧別地区において、営農

等に必要な水を安定的に確保するため、営農飲雑用

水施設を整備します。 

【経済部農政林務課】 財源の内訳 

道の負担    300万円 

町の負担    960万円 

 農業の振興に必要な

担い手の育成、確保を図

るため、遠軽町農業担い

手対策協議会（えんがぁ

る就農お助け隊）の運営

を支援します。 

また、新規就農者等の

研修費用などを助成し

ます。 

３ 
産
業
・
観
光 

36 女性農業者団体活動 

推進事業 
20 万円 

【経済部農政林務課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 農村地域集落の活性

化を図るため、町内の女

性農業者のネットワー

ク「きらめく翼」の活動

費などを助成します。 

１２ まちの収入と使いみち 

 



【経済部農政林務課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 森林経営の適正な管理等を図るため、地域の林業

関係団体との連携や担い手育成の取組を支援しま

す。 

【経済部商工観光課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 

【経済部商工観光課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 中小企業の育成振興を図るため、運転資金や設

備資金の融資に係る利子や保証料を助成します。 

【経済部商工観光課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 遠軽町を代表する

魅力的な特産品を開

発するため、新規商

品開発、既存商品の

改良に係る費用を助

成します。 

 商店街の振興を図るため、街路灯や共同施設設置

費用、店舗の近代化改修に係る費用を助成します。 

 林業の振興に必要な担い手の育成、確保を図るた

め、受入事業体への支援や、担い手の安全衛生教育

研修費用などを助成します。 

【経済部農政林務課】 

【経済部商工観光課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 町内の経済発展や雇用機会の拡大を図るため、施

設を町内に新設、移転及び増設したことで従業員数

が増加する町内企業に対し、その費用を助成しま

す。 

財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 森林経営管理事業 100 万円 

41 商店街助成事業 1,914 万円 

42 商工業融資利子 

補給事業 
932 万円 

43 特産品等開発支援事業 200 万円 

まちの収入と使いみち １３ 

 

39 林業人材育成・担い手 

確保対策事業 
505 万円 

44 企業振興促進助成事業 1,127 万円 



【経済部商工観光課】 財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 民間との協働による観光振興を図り地域活性化

につなげるため、観光協会の運営費などを助成しま

す。 

【経済部商工観光課】 

【経済部商工観光課】 財源の内訳 

利用者等の負担 4,320万円 

町の負担    1,899万円 

【経済部商工観光課】 

 スキー場やジップラインなどの各種アクティビ

ティを有する「道の駅遠軽森のオホーツク」を管理

しています。 

令和４年度は、ロックバレースキー場貯水槽改修

などの整備を行います。 

【総務部企画課】 

１４ まちの収入と使いみち 

 

 北海道遺産雨宮２１号の動態保存やキャンプ場

など、町の観光拠点施設である「森林公園いこいの

森」を管理しています。 

【経済部商工観光課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 観光協会助成事業 5,691 万円 

46 地域イベント事業 2,964 万円 

48 森林公園いこいの森 

管理事業 
6,219 万円 

49 道の駅遠軽森の 

オホーツク管理事業 
1 億 4,844 万円 

50 大型免許等資格取得 

支援事業 
217 万円 

財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 観光交流人口の増加による地域活性化を図るた

め、地域イベントの開催に要する費用を助成しま

す。 

財源の内訳 

町の負担   7,644万円 

借金     7,200万円 

財源の内訳 

町の負担     全額 

 

 若年層の就業機会の拡大や雇用の促進を図るた

め、町民等に大型免許などの資格取得費用を助成し

ます。 

47 ノースキング管理事業 2 億 6,450 万円 

財源の内訳 

道の負担  5,929万円 

町の負担    1万円 

借金  2億 0,520万円 

観光客の誘致、町民の健康増進及び憩いの場の創

出を図るための施設である生田原「ノースキング」

を管理しています。 

令和４年度は、環境・管理コストに配慮した木質

バイオマスボイラーを整備します。 



 

社
会
基
盤
は
、
地
域
を
支
え
る
重
要
な
基
礎
、
根
幹

で
す
。 

 

水
道
、
道
路
や
橋
な
ど
の
社
会
基
盤
を
整
備
し
、
維

持
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ち
を
活
性
化
す
る
た
め
に
必
要

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
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額
１
６
９
億
円
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う
ち
、
社
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・
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、
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億
４
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円

を
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上
し
て
い
ま
す
。 

財源の内訳 

国の負担 1億 3,380万円 

利用者等の負担 725万円 

町の負担 2億 0,593万円 

借金     6,360万円 

財源の内訳 

国の負担    660万円 

町の負担   2,716万円 

借金   1億 7,980万円 

 

財源の内訳 

道の負担    144万円 

利用者等の負担 309万円 

町の負担   3,215万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55 町営住宅建設事業 3 億 346 万円 

51 道路橋梁維持事業 4 億 1,058 万円 

52 除排雪事業 3 億 9,344 万円 

54 道路新設改良事業 2 億 1,356 万円 

【経済部建設課】 【経済部建設課】 

 安全できれいな道

路環境の充実を図る

ため、道路の補修や側

溝清掃などを行いま

す。 

■１９ページに、令和

４年度の工事箇所一

覧を掲載しています。 

 歩行者の安全確保と車両交通の円滑化を図り、地

域住民の安心・安全な交通を確保するため、道路整

備などを行います。 

■１９ページに、令和４年度の工事箇所一覧を掲載

しています。 

財源の内訳 

国の負担 1億 1,051万円 

町の負担   1,505万円 

借金   1億 7,790万円 

 

【経済部建設課】 財源の内訳 

町の負担 3億 9,344万円 

 冬期間の円滑な交通とライフラインを確保する

ため、迅速で効率的な除雪作業を行います。 

４ 
社
会
基
盤
・ 

ま
ち
づ
く
り 

53 町営バス運行事業 3,668 万円 

【経済部建設課】 

 遠軽丸瀬布線、瀬戸瀬温泉線、社名淵線及び丸瀬

布上武利線の４路線を民間委託により運行しま

す。 

まちの収入と使いみち １５ 

 

【経済部建設課】 

 住生活の安定及び向上を図るため、「末広団地

（遠軽地域）」の長寿命化改修工事、「北区団地（生

田原地域）」の建設工事などを行います。 



【経済部水道課】 

【総務部企画課】 【経済部水道課】 

【民生部住民生活課】 

【総務部企画課】 

１６ まちの収入と使いみち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56 バス路線確保事業 2,835 万円 

57 デマンドタクシー運行事業 413 万円 

58 公共下水道工事 4 億 1,886 万円 

59 個別排水処理施設 

整備事業 
6,160 万円 

60 芸術文化交流プラザ 

整備事業 
1 億 4,576 万円 

61 生活安全灯改修工事 2,200 万円 

財源の内訳 

町の負担      全額 

財源の内訳 

利用者等の負担 100万円 

町の負担     160万円 

借金     5,900万円 

財源の内訳 

町の負担    110万円 

借金     2,090万円 

 

財源の内訳 

国の負担     540万円 

町の負担        706万円 

借金     1億 3,330万円 

 

【総務部企画課】 財源の内訳 

利用者等の負担 55万円 

町の負担    358万円 

 

 生田原地域において交通弱者などの生活に必要

な交通手段を確保するため、デマンド型乗合タクシ

ーを運行します。 

 町内循環線や清里

線など地域のバス路

線を確保するため、民

間バス事業者への助

成や利用促進を図り

ます。 

財源の内訳 

国の負担 1億 9,770万円 

利用者等の負担 641万円 

町の負担     195万円 

借金   2億 1,280万円 

 清潔で快適な環境づくり、水質保全及び浸水対

策を図るため、下水道を整備します。 

■１９ページに、令和４年度の工事箇所一覧を掲

載しています。 

※下水道事業（企業会計）の工事です。 

 公共下水道処理区域外の生活排水対策を進める

ため、遠軽町生活排水処理基本計画に基づき、合併

処理浄化槽の設置を希望される方から申請を受け、

整備を進めます。 

 令和４年度は、２０基の申請を見込んでいます。 

※個別排水処理事業特別会計の事業です。 

 老朽化した福祉センター等に替わる施設とし

て、音楽ホールを備えた芸術文化交流プラザを整

備しています。 

 オープンは今年の８月を予定しています。 

 電力消費及び二酸化炭

素排出を低減するため、

遠軽・丸瀬布地域の生活

安全灯をＬＥＤ灯に改修

します。 



【総務部企画課】 

【総務部危機対策室】 財源の内訳 

道の負担     120万円 

町の負担    1,461万円 

【総務部企画課】 財源の内訳 

町の負担      全額 

 

【総務部総務課】 財源の内訳 

町の負担      全額 

【遠軽地区広域組合】 財源の内訳 

町の負担  5億 6,650万円 

借金      5,360万円 

 

まちの収入と使いみち １７ 

 

【民生部住民生活課】 

財源の内訳 

利用者等の負担 23万円 

町の負担   1,480万円 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62 ごみ収集事業 1 億 5,905 万円 

63 地方創生テレワーク 

推進事業 
670 万円 

64 移住定住促進事業 1,503 万円 

65 防災対策事業 1,581 万円 

66 新庁舎建設基本計画 

策定事業 
660 万円 

67 消防事業 6 億 2,010 万円 

 移住、定住を促進するため、お試し暮らし体験住

宅の運営、移住の支援を行います。 

 テレワークを活用して、都市から遠軽町への人の

流れを創出するため、進出企業と連携した地域活性

化事案の実施に係る費用を助成します。 

新庁舎建設に係る検討課題を具体的にし、建設

の是非を判断するため、新庁舎建設基本計画を策

定します。 

 遠軽町、湧別町、佐呂間町における住民生活の安

全を確保するため、消防及び救急体制の確保を図り

ます。 

※遠軽地区広域組合の事業です。 

 各地区に定めた曜日ごとにごみを分別収集し、ご

みの減量化と資源の再利用を図ります。 

財源の内訳 

利用者等の負担  3,606万円 

町の負担   1億 2,299万円 

 

 災害に備えた応急体制の充実を図るため、図上訓

練の実施及び災害時に必要な備品を整備します。 

■２２ページに「えんがる防災情報メール」の登録

方法を掲載しています。 



 

そ
の
他
の
行
政
経
費
は
、
１
か
ら
４
に
区

分
さ
れ
な
い
経
費
で
す
。 

 

令
和
４
年
度
予
算
額
１
６
９
億
円
の
う

ち
、
そ
の
他
の
行
政
経
費
に
は
、
49
億.

３

５
０
３
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

  

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
議
会
に
係
る
経
費 

・
特
別
職
及
び
一
般
職
に
係
る
人
件
費 

・
庁
舎
の
管
理
に
係
る
経
費 

・
財
産
の
管
理
に
係
る
経
費 

・
公
用
車
の
管
理
に
係
る
経
費 

・
電
算
シ
ス
テ
ム
の
管
理
に
係
る
経
費 

・
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
に
係
る
経
費 

・
借
金
の
返
済
に
係
る
経
費 

１８ まちの収入と使いみち 

令和３年度予算の執行状況 

 金額は表示単位未満を四捨五入しているため、表記額と合計額が一致しない場合があります。 

 一般会計及び特別会計の収入済額及び支出済額については、出納整理期間（４月１日から５月３１日まで）

が設けられているため、決算額とは異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計名 予算額 収入済額（収入率） 支出済額（支出率） 

一般会計  218億 7,813万円 155億 9,664万円（71.3％） 182億 9,486万円（83.6％） 

 うち令和２年度繰越明許費 8億 8,572万円 6億 6,873万円（75.5％） 4億 0,424万円（60.4％） 

 うち令和２年度事故繰越 9,560万円 9,559万円（99.9％） 9,560万円（100.0％） 

特別会計  48億 0,955万円 39億 3,007万円（81.7％） 41億 9,201万円（87.2％） 

 

国民健康保険特別会計 21億 9,265万円 18億 4,380万円（84.1％） 19億 7,807万円（90.2％） 

後期高齢者医療特別会計 3億 5,479万円 3億 4,308万円（96.7％） 3億 4,950万円（98.5％） 

介護保険特別会計 22億 2,384万円 17億 3,806万円（78.2％） 18億 3,057万円（82.3％） 

個別排水処理事業特別会計 3,827万円 513万円（13.4％） 3,387万円（88.5％） 

水道事業

会計 

収益的収入 5億 6,773万円 5億 6,822万円（100.1％） － 

収益的支出 5億 7,807万円 － 5億 4,403万円（94.1％） 

資本的収入 1億 5,007万円 1億 4,985万円（99.9％） － 

資本的支出 3億 6,876万円 － 3億 5,471万円（96.2％） 

下水道事

業会計 

収益的収入 9億 7,603万円 9億 7,997万円（100.4％） － 

収益的支出 9億 5,384万円 － 9億 0,800万円（95.2％） 

資本的収入 3億 4,960万円 3億 4,334万円（98.2％） － 

資本的支出 7億 2,999万円 － 7億 2,287万円（99.0％） 

５ 
そ
の
他
の 

行
政
経
費 

 この公表は、地方自治法第 243 条の３第 1 項及び遠軽

町財政状況の公表に関する条例に基づき行うものです。 

 各会計の令和３年度予算執行状況は、次のとおりです。

（令和４年３月３１日現在） 



 

令和４年度 土木・水道・下水道関係工事予定一覧 

遠軽地域 

 

 

 

工事期間中は、一時通 

行止めなどの通行規制や 

騒音など、ご迷惑をお掛 

けしますが、ご理解とご 

協力をお願いします。 

①国道 242 号(学田 2 丁目)公共下水道工事 

②道道遠軽雄武線公共下水道工事 

③学田 1 丁目 6 号通道路改良舗装工事 

④北 4 丁目 1 条通水道管布設替工事 

⑤岩見通道路舗装新設工事 

⑥宮前 1 条通道路改良舗装工事 

⑦宮前 1 条通水道管布設替工事 

⑧岩見通水道管布設替工事 

⑨東町 37 号道路法面補修工事 

工 事 の 内 容 

⑩東 1 線裏通道路改良舗装工事 

⑪東 1 線裏通水道管布設工事 

⑫南町 4 丁目 1 号通道路改良舗装工事 

⑬南町 4 丁目 1 号通水道管布設替工事 

⑭豊里 42 号道路水道管布設替工事 

⑮豊里 42 号道路公共下水道工事 

⑯私道(加藤地先)公共下水道工事 

⑰豊里若松間道路清川大橋橋梁長寿命化工事 

遠軽駅 

※各工事のお問い合わせ先は

次のページを参照願います。 

総合体育館 

遠軽高校 

国の負担状況によっては、工事の内容が一部変更となる場合があります。 
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球技場
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遠軽町役場 
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豊里・清川 
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２０ まちの収入と使いみち 

 



JR丸瀬布駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 各工事のお問い合わせ先 

 

白滝中学校 

白滝地域 

24 

丸瀬布地域 

23 

生田原安国 

19 

生田原地域 

20 

18 

22 

21 

⑱信盛団地中通線水道管布設替工事 

⑲生田原八重線豊岡橋橋梁長寿命化工事 

⑳生田原八重線秦野橋橋梁長寿命化工事 

㉑水穂水道管移設工事 

㉒安国源線道路改良舗装工事 

㉓道道丸瀬布上渚滑線導水管移設工事 

㉔北支湧別川沿線舗装新設工事 

工 事 の 内 容 

工 事 番 号 担当課 

 ③、⑤、⑥、⑨、⑩、⑫、⑰ 経済部建設課 （42-4817） 

経済部水道課 （42-4815） 

生田原総合支所（45-2012） 

丸瀬布総合支所（47-2211） 

白滝総合支所 （48-2211） 

①、②、④、⑦、⑧、⑪、⑬～⑯ 

 ⑱～㉒ 

 ㉓ 

 ㉔ 
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繰越明許による事業 

 

ま
ち
で
は
、
気
象
警
報
、
緊
急
地
震
速
報

な
ど
が
発
表
さ
れ
た
際
に
町
民
に
対
す
る

迅
速
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
「
え
ん
が

る
防
災
情
報
メ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

事
前
に
登
録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
気
象
警

報
等
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
お
手
持
ち
の

携
帯
電
話
等
に
「
え
ん
が
る
防
災
情
報
メ
ー

ル
」
が
配
信
さ
れ
ま
す
。 

 

災
害
に
備
え
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。 

【登録方法】 

１ 次のメールアドレスを入力し、空メール

を送信してください。 

 bousai.engaru-town@v-vnet.jp 

 

２ 仮登録完了のメールが届きますので、本

文に記載されている URL にアクセスし、内容

を確認の上、登録手順に従って手続を行って

ください。（本登録） 

※仮登録完了メールが届かない場合は、携帯

電話等の設定が迷惑メール防止になってい

ないか確認し、迷惑メール防止のための受信

設定をしている場合は、次のドメインの受信

設定が必要となります。 

 ドメイン v-vnet.jp 

 

３ 本登録の手続きが完了するとメールサ

ービス登録完了のメールが届きます。 

 

 

 

事業名 事業費 内容 

住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 1,608 万円 

 新型コロナウイルス感染症の影響が

長期化する中で、様々な困難に直面した

世帯に対し給付金を支給します。 

新型コロナウイルス感染症対策事業 1,092 万円 
 新型コロナウイルス感染症による各

種対策を実施します。 

住民基本台帳システム改修事業 207 万円 
マイナンバーカード所有者の転出入

手続きのワンストップ化を図ります。 

保育士等処遇改善臨時特例事業 480 万円 

幼稚園、保育所及び認定こども園等に

おける保育士、幼稚園教諭、保育教諭等

の処遇改善を図ります。 

子育て世帯等臨時特別支援事業 300 万円 

 新型コロナウイルス感染症の影響が

長期化する中で、子育て世帯等に対し給

付金を支給します。 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 5,033 万円 
 新型コロナウイルスワクチン接種を

実施します。 

畑地帯総合整備事業 2,769 万円 
 道営事業で実施している安国地区の

排水路を整備します。 

営農飲雑用水整備事業 2,100 万円 
若咲内地区の営農飲雑用水施設を整

備します。 

ロックバレースキー場電気設備改修事業 3,000 万円 
ロックバレースキー場の電気設備の

改修を行います。 

道路橋梁維持事業 1,400 万円 
 橋梁長寿命化工事に係る設計業務委

託を行います。 

小学校感染症対策等支援事業 765 万円 
 新型コロナウイルス感染症対策によ

る学校教育活動を支援します。 
中学校感染症対策等支援事業 630 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２２ まちの収入と使いみち 

 

 国の補正予算等に伴い、まちが令和３年度補正予算にお

いて追加した事業を翌年度の繰越明許による事業として実

施します。 

え
ん
が
る
防
災
情
報 

メ
ー
ル
の
登
録
に
つ
い
て 

この QR コードからも仮登録ができます。 

※受信には、通信料が掛かりますのでご了承ください 
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都市計画税を充てる事業 事業費 
事業費の財源内訳 

国道支出金 町債 その他 都市計画税 

 下水道事業への繰出金 4億 3,340   3億 5,257 8,083 

 町債償還元金 

  都市計画事業分 
2億 690   1億 9,380 1,310 

 町債償還利子 

  都市計画事業分 
730   684 46 

計 6億 4,760   5億 5,321 9,439 

 

 

 

 

入湯税を充てる事業 事業費 
事業費の財源内訳 

国道支出金 町債 その他 入湯税 

地域イベント事業 2,964   2,745 219 

計 2,964   2,745 219 

（単位：万円） 

都
市
計
画
税
の
使
い
み
ち 
入
湯
税
の
使
い
み
ち 

入
湯
税
は
、
地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
、
環
境
衛
生
施
設
、

鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設
及

び
消
防
施
設
そ
の
他
消
防
活

動
に
必
要
な
施
設
の
整
備
並

び
に
観
光
の
振
興
に
要
す
る

費
用
に
充
て
る
た
め
に
課
す

る
も
の
で
す
。 

令
和
４
年
度
予
算
に
お
け

る
入
湯
税
は
、
２
１
９
万
円
を

見
込
み
、
そ
の
使
い
み
ち
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

都
市
計
画
税
は
、
地
方
税
法

の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
い
て
行
う
都
市
計
画

事
業
又
は
土
地
区
画
整
理
法

に
基
づ
い
て
行
う
土
地
区
画

整
理
事
業
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
た
め
に
課
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

令
和
４
年
度
予
算
に
お
け

る
都
市
計
画
税
は
、
９
４
３
９

万
円
を
見
込
み
、
そ
の
使
い
み

ち
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

（単位：万円） 

※町債償還とは、過去に都市計画事業のために借りた借金の返済のことです。 



２４ まちの収入と使いみち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林環境譲与税を充てる

事業 
事業費 

事業費の財源内訳 

国道支出金 町債 その他 森林環境譲与税 

 民有林振興対策事業 9,488 1,959  2,024 5,505 

 森林経営管理事業 100   8 92 

 森林・林業活用事業 323   25 298 

 いこいの森管理事業 6,219   4,865 1,354 

計 1億 6,130 1,959  6,922 7,249 

※各事業に充てる森林環境譲与税の内訳は、令和４年度予算における森林環境譲与税から 5,900万円を、 

森林環境譲与税基金からの繰入金を 1,349万円充てることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■主な事業 

社会福祉事業 

社会福祉協議会運営助成事業、社会福祉施設助成事業、障害者総合支援事業、 

子ども・子育て支援事業、児童手当支給事業、保育所運営事業 

社会保険事業 

国民健康保険事業、後期高齢者医療事業、介護保険事業 

保健衛生事業 

地域医療対策事業、妊婦健診事業、予防接種事業、健康診査事業 

 

引上げ分の地方消費税

収を充てる事業 
事業費 

事業費の財源内訳 

国道支出金 町債 その他 
引上げ分の 

地方消費税収 

社会福祉事業 20億 4,425 9億 2,754 3億 0,000 7億 1,085 1億 586 

社会保険事業 9億 9,768 1億 7,805  7億 497 1億 1,466 

保健衛生事業 7億 602 5,340 3億 230 3億 1,102 3,930 

計 37億 4,795 11億 5,899 6億 230 17億 2,684 2億 5,982 

地
方
消
費
税
収 

の
使
い
み
ち 

（単位：万円） 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

率
の
引
上
げ
分
の
地
方
消
費

税
収
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
、
社
会
保
障
４
経
費
そ
の

他
の
社
会
保
障
施
策
に
要
す

る
経
費
（
社
会
福
祉
、
社
会
保

険
及
び
保
健
衛
生
）
に
充
て
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

令
和
４
年
度
予
算
に
お
け

る
引
上
げ
分
の
地
方
消
費
税

収
は
、
２
億
５
９
８
２
万
円
を

見
込
み
、
そ
の
使
い
み
ち
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

森
林
環
境
譲
与
税 

の
使
い
み
ち 

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林

環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与

税
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
森
林
の
整
備
に
関
す
る

施
策
、
森
林
の
整
備
を
担
う
べ

き
人
材
の
育
成
及
び
確
保
な

ど
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

令
和
４
年
度
予
算
に
お
け

る
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
５
９

０
０
万
円
を
見
込
み
、
そ
の
使

い
み
ち
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。 

（単位：万円） 



まちの収入と使いみち ２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 令和２年度 平成 17年度 比較 

人件費 23億  766万円 30億 2,588万円 ▲  7億1,822万円 

公債費（借金返済） 23億 8,288万円 29億 6,781万円 ▲  5億8,493万円 

普通建設事業費 33億 3,221万円 39億 7,426万円 ▲  6億4,205万円 

繰出金 8億 9,185万円 13億 9,626万円 ▲  5億0,441万円 

積立金（預金） 1億 6,886万円 22億 8,633万円 ▲ 21億1,747万円 

補助費等 50億 9,954万円 19億 3,140万円  31億 6,814万円 

その他の支出 38億 6,503万円 30億 4,939万円  8億 5,564万円 

計 180億 4,803万円 185億 9,133万円 ▲  5億 4,330万円 

区分 令和２年度 平成 17年度 比較 

町税 21億 7,132万円 21億 0,239万円 6,893万円 

繰入金（取り崩し） 5億 5,998万円 12億 2,455万円 ▲  6億 6,457万円 

地方交付税 68億 8,876万円 72億 9,265万円 ▲  4億 389万円 

町債（借金） 25億 4,426万円 47億 5,970万円 ▲ 22億1,544万円 

その他の収入 67億 1,298万円 35億 2,714万円 31億 8,584万円 

計 188億 7,730万円 189億 0,643万円 ▲    2,913万円 

決算額（歳出） 

ま
ち
の
財
政
状
況 

【１ 

財
政
状
況
】 

平
成
17
年
10
月
の
町
村
合
併
直
後
の
ま
ち

の
財
政
状
況
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。 

こ
の
間
、
人
件
費
の
抑
制
、
行
財
政
改
革
、

新
た
な
借
金
の
抑
制
に
努
め
た
こ
と
、
国
の
経

済
対
策
な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
の
財
政
状
況
は
大

き
く
改
善
し
ま
し
た
。 

合
併
直
後
の
平
成
17
年
度
と
令
和
２
年
度

の
決
算
額
を
比
較
し
ま
し
た
。 

歳
出
で
は
、
人
件
費
、
公
債
費
（
借
金
の
返

済
）
や
普
通
建
設
事
業
費
が
減
少
し
て
い
る
一

方
で
、
補
助
費
等
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

平
成
17
年
度
の
積
立
金
（
預
金
）
が
多
い
の

は
、
合
併
特
例
債
を
借
り
入
れ
て
地
域
振
興
基

金
を
創
設
し
た
た
め
で
す
。 

歳
入
で
は
、
繰
入
金
（
預
金
の
取
り
崩
し
）、

地
方
交
付
税
、
町
債
（
借
金
）
が
大
き
く
減
少

し
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
他
の
収
入
が
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
。 

平
成
17
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
出
歳
入
と

も
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

決算額（歳入） 

【２ 

財
政
健
全
化
の
判
断
】 

健
全
化
判
断
比
率 

 

健
全
化
判
断
比
率
は
、
ま
ち
の
財
政
状
況
を

客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生

の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、

『
実
質
赤
字
比
率
』『
連
結
実
質
赤
字
比
率
』『
実

質
公
債
費
比
率
』『
将
来
負
担
比
率
』
の
四
つ
の

指
標
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

判
断
基
準
と
し
て
、 

『
早
期
健
全
化
基
準
（
※
１
）』 

『
財
政
再
生
基
準
（
※
２
）』 

の
二
つ
の
基
準
が
設
け
ら
れ
、
指
標
の
う
ち
一

つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合

は
『
財
政
健
全
化
計
画
』
を
、
財
政
再
生
基
準

以
上
と
な
っ
た
場
合
は
『
財
政
再
生
計
画
』
を

定
め
、
健
全
化
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
26
ペ
ー
ジ
上
段
） 

遠
軽
町
は
、
全
て
の
比
率
で
基
準
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。 



２６ まちの収入と使いみち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 令和２年度 令和元年度 
 

早期健全化基準（※１） 財政再生基準（※２） 

実質赤字比率 － －  13.45    20.00 

連結実質赤字比率 － －  18.45    30.00 

実質公債費比率  9.7  9.3  25.00    35.00 

将来負担比率 17.8 19.7  350.00     

会計 令和２年度 令和元年度 
 

経営健全化基準（※３） 

個別排水処理事業 － －  20.0 

水道事業 － －  20.0 

下水道事業 － －  20.0 

健全化判断比率 （単位：％） 判断基準 

資
金
不
足
比
率 

 

水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
は
、
必
要
な
資

金
を
料
金
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
（
独
立
採
算
の
原
則
）。 

資
金
不
足
比
率
は
、
赤
字
や
多
額
の
負
債
が

ま
ち
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

か
、
判
断
す
る
た
め
の
指
標
で
す
。 

判
断
基
準
と
し
て
、 

『
経
営
健
全
化
基
準
（
※
３
）』 

が
設
け
ら
れ
、
資
金
不
足
比
率
が
、
経
営
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
『
経
営
健
全
化

計
画
』
を
定
め
、
健
全
化
へ
の
道
を
歩
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比
率

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

遠
軽
町
は
、
全
て
の
会
計
が
黒
字
で
資
金
不

足
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。 

（単位：％） 資金不足比率 判断基準 

【３ 

今
後
の
見
通
し
】 

遠
軽
町
で
は
、
平
成
27
年
12
月
に
、
計
画

的
で
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、『
遠
軽

町
財
政
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
に
は
、
現
在
進
め
て
い
る
芸
術
文

化
交
流
プ
ラ
ザ
整
備
等
の
大
型
事
業
の
ほ
か
、

第
２
次
遠
軽
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実

施
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

計
画
よ
り
も
事
業
費
等
が
増
減
し
、
財
政
収

支
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
態
が
生
じ
た
場

合
は
、
全
体
の
事
業
量
を
調
整
す
る
な
ど
し
て

財
政
状
況
が
過
度
に
悪
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。 

 【４ 

全
体
と
し
て
】 

ま
ち
の
財
政
状
況
は
、
町
村
合
併
直
後
と
比

べ
、
人
件
費
の
抑
制
、
行
財
政
改
革
、
新
た
な

借
金
の
抑
制
、
国
の
経
済
対
策
な
ど
に
よ
り
大

き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
し
ま

す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※このほかに土地開発基金、奨学資金貸付基金、医師養成確保修学資金貸付基金及び介護給付準備基金 

があります。 

 

財政調整基金 財政運営上の収入不足の調整や災害発生などに備える預金です。 

減債基金 公債費（借金の返済）に充てる預金です。 

まちづくり振興基金 
様々なまちづくり事業に充てる預金です。寄附金を受けた場合に積み立てる

ことがあります。 

まち・ひと・しごと創生基金 まち・ひと・しごと創生寄附金を活用する事業に充てる預金です。 

地域振興基金 
町村合併時に将来に備え借金をして造成した預金です。返済金の多くは国

から補てんされます。 

名寄線代替輸送確保基金 名寄線の廃止以降のバスによる代替輸送に充てる預金です。 

町有林野事業資金基金 町有林野の造林や林道整備などに充てる預金です。 

森林環境譲与税基金 森林整備や森林整備を担うべき人材の育成などに充てる預金です。 

 

基金名 
令和４年度末 

現在高見込み 

令和３年度末 

現在高見込み 
増減額 増減率 

財政調整基金 30億 4,933万円 35億 9,040万円 ▲ 5億 4,107万円 ▲ 15.1% 

減債基金 8億 0,249万円 11億 0,238万円 ▲ 2億 9,989万円 ▲ 27.2% 

まちづくり振興基金 24億 6,107万円 24億 9,572万円 ▲ 3,465万円 ▲ 1.4% 

まち・ひと・しごと創生基金 750万円 950万円 ▲ ,200万円 ▲ 21.1% 

地域振興基金 21億 1,198万円 21億 1,164万円 34万円 ― 

名寄線代替輸送確保基金 5,191万円 5,290万円 ▲ 99万円 ▲ 1.9% 

町有林野事業資金基金 91万円 91万円 ― ― 

森林環境譲与税基金 7,447万円 8,795万円 ▲ 1,348万円 ▲ 15.3% 

計 85億 5,966万円 94億 5,140万円 ▲8億 9,174万円 ▲ 9.4% 

20

40

60

80

100

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3

円億

預金（基金）の説明 

ま
ち
の
預
金 

年度 

※預金残高は、一般会計の出納閉鎖時点（5月 31日）の見込みで、今後変動が見込まれます。 

ま
ち
に
は
、
一
般
家
庭

で
い
う
預
金
（
基
金
）
が

あ
り
ま
す
。 

預
金
は
、
そ
の
目
的
に

応
じ
て
管
理
し
て
お
り
、

積
み
立
て
に
よ
り
増
加

し
、
取
り
崩
し
に
よ
り
減

少
し
ま
す
。 

平
成
19
年
度
末
と
令

和
３
年
度
末
を
比
較
す

る
と
約
68
億
円
増
加
し

ま
し
た
。 

増
加
の
要
因
と
し
て

は
、
国
の
経
済
対
策
に
よ

る
地
方
交
付
税
や
補
助

金
の
増
加
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

令
和
４
年
度
末
現
在

高
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
積
み
立
て
、
取
り

崩
し
に
よ
り
増
減
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

（平成） 

まちの収入と使いみち ２７ 

（令和） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積
み
立
て 

取
り
崩
し 

預
金
ご
と
に
積
立
て
、
取
崩

し
を
説
明
し
ま
す
。 

 

【財
政
調
整
基
金
】 

 

財
政
調
整
基
金
は
、
財
政
収

支
を
調
整
し
、
赤
字
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。 

 

遠
軽
町
は
、
平
成
17
年
10

月
に
財
政
状
況
の
厳
し
い
町

村
で
合
併
し
ま
し
た
。
当
時
の

基
金
残
高
は
、
５
億
２
１
４
４

万
円
で
、
財
政
調
整
基
金
の
一

般
的
な
適
正
水
準
を
下
回
る

約
６
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

こ
う
し
た
過
去
の
反
省
か

ら
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

ま
ち
の
財
政
計
画
に
お
い
て

は
、
適
正
水
準
で
あ
る
10
％
以

上
の
水
準
を
保
つ
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

 

将
来
的
な
財
政
収
支
に
影

響
を
与
え
る
問
題
と
し
て
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
合

併
期
間
の
経
過
に
よ
る
普
通

交
付
税
の
段
階
的
な
縮
減
な

ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
に
備
え
る

た
め
に
基
金
残
高
を
適
正
水

準
以
上
に
保
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

令
和
２
年
度
は
、
決
算
の
剰

余
金
な
ど
で
２
億
９
２
９
万

円
を
積
み
立
て
、
財
政
収
支
の

調
整
の
た
め
１
億
８
７
４
７

万
円
を
取
り
崩
し
ま
し
た
。 

基
金
残
高
は
、
適
正
水
準
を

超
え
る
約
32
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 
 
 

【減
債
基
金
】 

 

減
債
基
金
は
、
借
金
（
町
債
）

の
返
済
（
償
還
）
を
計
画
的
に

行
う
た
め
の
も
の
で
す
。 

 

返
済
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
積
み
立
て
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

町
村
合
併
直
後
の
基
金
残

高
は
、
１
億
６
２
４
６
万
円
で

し
た
。 

 

減
債
基
金
の
適
正
水
準
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
芸
術
文
化
交

流
プ
ラ
ザ
な
ど
の
公
共
施
設

整
備
に
よ
る
将
来
負
担
の
増

加
に
備
え
て
積
み
立
て
て
い

ま
す
。 

 

令
和
２
年
度
は
、
利
子
17
万

円
を
積
み
立
て
、
３
億
円
を
取

り
崩
し
ま
し
た
。 

 

【特
定
目
的
基
金
】 

特
定
目
的
基
金
は
、
特
定
の

目
的
の
た
め
に
使
う
も
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
、

地
域
振
興
基
金
、
名
寄
線
代
替

輸
送
確
保
基
金
、
町
有
林
野
事

業
資
金
基
金
、
森
林
環
境
譲
与

税
基
金
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
様
々

な
事
業
を
行
う
た
め
の
も
の

で
す
。 

令
和
２
年
度
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金
な
ど
に
よ
り
１

億
６
７
７
万
円
を
積
み
立
て
、

５
９
２
６
万
円
を
取
り
崩
し

ま
し
た
。 

 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

基
金
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
寄
附
金
を
活
用
す
る

事
業
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、

令
和
２
年
度
に
新
し
く
創
設

し
た
基
金
で
す
。 

令
和
２
年
度
は
、
寄
附
金
な

ど
に
よ
り
１
３
４
０
万
円
を

積
み
立
て
、
取
り
崩
し
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た 

 

地
域
振
興
基
金
は
、
町
村
合

併
時
に
基
金
残
高
が
少
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
合
併
特
例
債

を
借
り
入
れ
て
創
設
し
た
基

金
で
す
。 

令
和
２
年
度
は
、
利
子
２
３

万
円
を
積
み
立
て
、
取
り
崩
し

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 

名
寄
線
代
替
輸
送
確
保
基

金
は
、
国
鉄
名
寄
線
の
廃
止
以

降
、
バ
ス
に
よ
る
代
替
輸
送
を

す
る
た
め
に
創
設
し
た
基
金

で
す
。 

 

令
和
２
年
度
は
、
利
子
５
千

円
を
積
み
立
て
、
１
０
０
万
円

を
取
り
崩
し
ま
し
た
。 

  

町
有
林
野
事
業
資
金
基
金

は
、
町
有
林
野
の
造
林
等
の
た

め
の
も
の
で
す
。 

 
令
和
２
年
度
は
、
積
み
立

て
、
取
り
崩
し
は
あ
り
ま
せ
ん 

２８ まちの収入と使いみち 

で
し
た
。 

 

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
は
、

森
林
整
備
や
森
林
整
備
を
担

う
べ
き
人
材
の
育
成
な
ど
の

事
業
を
行
う
た
め
の
も
の
で

す
。 令

和
２
年
度
は
、
森
林
環
境

譲
与
税
が
収
入
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
４
７
９
９
万
円
を
積

み
立
て
、
１
２
２
６
万
円
を
取

り
崩
し
ま
し
た
。 



まちの収入と使いみち ２９ 

どの時点の借金が多いのか？（一般会計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５か年度 
令和３年度末 

現在高見込み 

左のうち臨時 

財政対策債分 
構成比 

昭和 57～ 61年度 806万円 － － 

昭和 62～平成 3年度 505万円 － － 

平成 4～ 8年度 345万円 － － 

平成 9～13年度 7,432万円 29 万円 0.4%  

平成 14～18年度 10 億 5,317万円 6億 6,576 万円 63.2% 

平成 19～23年度 24 億 544万円 16億 2,185万円 67.4% 

平成 24～28年度 71 億 4,626万円 19億 2,548万円 26.9% 

平成 29～令和 3年度 175 億 2,685万円 14億 6,169万円 8.3% 

計 282 億 2,260万円 56億 7,507万円 20.1% 

 

会計名 
令和４年度末 

現在高見込み 

令和３年度末 

現在高見込み 
増減額 増減率 

一般会計 284億 1,231万円 282億 2,260万円 1億 8,971万円 0.7% 

個別排水処理事業 2億 5,861万円 2億 0,529万円 5,332万円 26.0% 

水道事業 25億 8,108万円 26億 3,809万円 ▲ 5,701万円 ▲ 2.2% 

下水道事業 37億 7,774万円 39億 8,873万円 ▲ 2億 1,099万円 ▲ 5.3% 

計 350億 2,974万円 350億 5,471万円 ▲ 2,497万円 ▲ 0.1% 

200

250

300

350

400

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3

円億

（平成） 

ま
ち
の
借
金 

（令和） 

【臨時財政対策債とは】 

国が地方交付税を配分する際

に、財源が不足した分を自治体が

借金して補うこととされたもの

です。 

返済金は、国から全額補てんさ

れます。 

年度 

ま
ち
で
は
、
道
路
や
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
、
事
業
を
実
施

す
る
際
の
財
源
の
一
つ
と
し

て
借
金
を
し
て
い
ま
す
。 

借
金
を
す
る
理
由
は
、
大
き

く
二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
は
、
負
担
の
平
準
化

（
均
等
化
）
を
図
る
こ
と
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
、
返
済
金
の

一
部
が
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ

る
た
め
で
す
。 

一
括
払
い
す
る
よ
り
も
、
借

金
を
し
た
方
が
ま
ち
の
負
担

は
軽
く
な
り
ま
す
。 

借
金
残
高
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度

以
降
は
、
大
型
事
業
の
実
施
に

伴
い
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

令
和
４
年
度
末
現
在
高
見

込
み
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
の

変
動
な
ど
に
よ
り
増
減
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 一番古い借金は、昭和 57年度の

ものです。返済期間は、事業の内

容により 12～30年になります。 

平成 14 年度以降の残高が多い

理由は、平成 13年度から臨時財政

対策債の借り入れが始まったため

です。 



借
金
（
町
債
）
の
借
り
入
れ
と
返
済

（
償
還
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

 

【借
金
（町
債
）】 

 

一
般
的
に
家
庭
で
借
金
を
す
る
場

合
、
全
て
自
己
資
金
で
返
済
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
ま
ち
で
借
金
を
す
る

場
合
は
、
返
済
の
一
部
を
国
が
負
担
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
交
付
税
措
置
） 

借
り
入
れ
の
対
象
と
な
る
事
業
等

に
よ
り
、
返
済
に
対
す
る
国
の
負
担
率

は
異
な
り
ま
す
。（
０
～
80
％
） 

返
済
に
対
す
る
国
の
負
担
は
、
実
質

的
に
補
助
金
の
意
味
合
い
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
ま
ち
が
事
業
を
実
施
す
る
場

合
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
財
政
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

町
村
合
併
以
前
は
、
遠
軽
町
を
除
く

３
町
村
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
返
済
負
担
が
30
％
に
な
る
過

疎
対
策
事
業
債
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

町
村
合
併
以
降
は
、
遠
軽
町
全
域
が

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、
遠
軽
地
域
の

事
業
に
対
し
て
も
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
町
村
合
併
し
た
こ
と
で
、
返

済
負
担
が
約
34
％
に
な
る
合
併
特
例

債
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
二
つ
の
借
金
は
、
他
の
借
金
に

比
べ
て
国
の
負
担
率
が
高
い
も
の
で
、

芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
整
備
な
ど
に
も

活
用
し
て
い
ま
す
。 

 【借
り
入
れ
の
条
件
】 

借
金
を
す
る
場
合
、
ど
ん
な
事
業
で

も
借
り
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 事

業
の
内
容
が
借
り
入
れ
の
条
件
に

合
致
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
他
の
市
町
村
を
含
め
て
借
り

入
れ
で
き
る
額
に
上
限
が
あ
る
場
合
が

あ
り
、
希
望
額
よ
り
少
な
い
額
し
か
借

り
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

３０ まちの収入と使いみち 

借金残高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  ※公共用地先行取得事業と食肉センター事業については、現在、事業を行っていません。 

 

会計 令和２年度 平成１７年度 増減 

一般会計 242億 9,096万円 260億 5,890万円 ▲ 17億 6,794万円 

個別排水処理事業 1億 8,808万円 － 1億 8,808万円 

公共用地先行取得事業 － 8,010万円 ▲ 8,010万円 

食肉センター事業 － 5,365万円 ▲ 5,365万円 

水道事業 26億 8,867万円 21億 6,265万円  5億 2,602万円 

下水道事業 42億 5,532万円 84億 5,114万円 ▲ 41億 9,582万円 

計 314億 2,303万円 368億 0,644万円 ▲ 53億 8,341万円 

借
金 返

済 
 

【返
済
（償
還
）】 

借
金
は
、
必
ず
返
済
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

過
疎
対
策
事
業
債
や
合
併
特
例
債

な
ど
は
、
返
済
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
が
、
負
担
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

借
金
を
す
る
場
合
は
、
残
高
や
返
済

負
担
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
、
将
来
の

財
政
運
営
に
影
響
し
て
い
く
の
か
を

見
通
し
、
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

 

【計
画
的
な
借
り
入
れ
】 

 

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
ま
ち
の

財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
10
年
間
の
計

画
期
間
中
に
お
け
る
事
業
と
そ
の
財

源
で
あ
る
借
金
の
額
、
国
の
負
担
（
交

付
税
措
置
）
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。 現

時
点
に
お
い
て
は
、
概
ね
計
画
ど

お
り
推
移
し
て
い
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

町の業務について「この制度をもっと詳しく知りたい」、「どうしてこんな仕事
をしているの」などと、思われたことはありませんか。 
町では、職場、自治会、サークルなど、おおむね５人以上の集まりの場に担当

職員が直接お伺いして、皆さんに説明させていただく「出前講座」を行っていま
す。 

町が行っている業務であれば、どのような内容でも構いませんので、どうぞご
利用ください。 
※ 業務の都合により、すぐに対応できない場合は、日程などの調整をお願い
することがあります。 

 

町では、町内のおおむね５人以上で構成される団体やグループなどの集まりの

場に、保健師・栄養士が直接お伺いして、皆さんの健康づくりをお手伝いする「健

康★出前講座」を行っています。 

なお、えんがる健康マイレージ事業の参加申し込みをしていると、ポイントが

付与されます。どうぞお気軽にご利用ください。 

 

■内容の一例 

  ・血圧管理のコツ教えます！ チャレンジ１３０／８５未満 

  ・透析は突然に？ 慢性腎臓病(ＣＫＤ)について学ぼう 

  ・太らない食べ方教えます！ 

  ・頭と体が目覚める運動（ノルディックウオーキングなど） 

  ・怖そうで怖くない がんの話 

  ・新常識！認知症は生活習慣病だった!? 

  ・「たばこ、いつやめるの？今でしょ！」 

   

［問合せ先］総務部企画課 

TEL：0158-42-4818 FAX：0158-42-3688 

E-mail：kikaku@engaru.jp 
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